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1豊田地区「微助っ人」
による身近な助け合い

1ITを活用した災害ボラン
ティアセンター訓練

2市民後見人研修会

　創立75周年を迎える本会では、これまでの歩みを大切にしながら、これからも市民
の身近な存在として、誰もが安心して暮らせる地域づくりに取り組みます。

令和８年度　旭川市社会福祉協議会の事業計画と予算

事業計画における重点的取組

●ボランティアや担い手づくりを応援
●災害ボランティアセンターの迅速かつ効率的な設置・運営
●地区社協の事務負担を軽減
●災害に備えた地域の支え合いを推進
●制度のはざまにある問題を積極的に支援　など

1住民主体による地域で支え合う仕組みづくり
 　  ～参加しやすく、続けやすい地域活動へ

資金収支予算

●見守りや金銭管理、死後の事務手続きなどの支援
●住まいの確保や成年後見制度のサポート　など

2身寄りのない方や高齢者等を支える
 　  ～安心して暮らし続けられるように

法人全体（総予算額）

※事業計画と予算の詳しい内容は、本会のをご
　覧ください。見やすくリニューアルしました!

相談支援・権利擁護拠点
（居住支援事業）
中央地域包括支援センター拠点
（地域包括支援センター運営事業､介護予防支援事業など）
高齢者等健康福祉センター拠点
（いきいきセンター運営事業）

415万８千円

8,608万７千円

5,869万２千円

社会福祉事業　　　　　　　　　　　 ４億8,035万９千円

ときわ市民ホール拠点
（重層的支援体制整備事業、地域支えあいのまちづくり事
業、ボランティアセンター事業など）
相談支援・権利擁護拠点
（自立サポートセンター事業、旭川成年後見支援センター
事業、生活福祉資金貸付事業など）
すずかけ介護サービス拠点
（訪問介護事業）
すずかけ障害福祉サービス拠点
（居宅介護事業、特定相談支援事業など）

２億98万７千円

１億3,133万２千円

2,972万７千円

１億1,831万３千円

公益事業　　　　　　　　　　　　　 １億4,893万７千円

●入浴や食事の介助、洗濯、掃除などのサービスの充実
●障がい福祉サービスの利用計画の作成
●高齢になっても介護などの支援を継続　など

3障がいのある方の暮らしを支える
 　  ～住み慣れた地域で、自分らしく

６億2,929万６千円

　東旭川の米原瑞穂地区は、市内でも特
に高齢化率が高く、過疎化が進んでいる
地域ですが、昔からの地域のつながりを
大事にしながら、さまざまな取組を行っ
ています。
　その活動の一つである「ふれあいサロ
ン事業」は、地区内３か所の会館を利用
し、毎週１回（冬期間は週２回）、会館
周辺の住民の憩いの場として実施してい
ます。１人暮らしをされている参加者の
方は「ここに来て皆と話をするのが本当

に楽しい。安心できるし元気をもらえる」と話し、顔なじみの仲間と
笑い合うことで、孤立を防ぎ、暮らしへの安心感が生まれるなど、サ
ロンの緩やかなつながりが、この地域で暮らし続ける力になっています。
　また、「地域をもっと盛り上げたい。米原瑞穂地区を知ってほしい」
との思いから、他の住民組織とともにイベントを開催するなど、新た
な人とのつながりもつくっています。米原瑞穂地区社会福祉協議会の
中村会長は「過疎地域ではあるが、移住して来られる方もいる。そう
いった方から新たな発想を取り入れられるのも面白い。今あるものも
残しつつ、時代に合わせた活動を行い、これからも助け合う地域であ
りたい」と意欲的に話しています。

　住民会員会費は、住民の皆様が「自らの地域の活動を、共に支え合う」ための参加費です。お預かりした会費は、
身近な地域での「支え合い活動」を各地域が主体的に推進するための大切な財源となります。

　その他、広報紙「社協あさひか
わ」の発行や「地域支えあいのま
ちづくりセミナー」などの各種研
修会に活用しています。

米原瑞穂地区社会福祉協議会を紹介します
地域のつながりを大事にしながら活動に取り組む

「福祉のまちづくり」は会員
の皆様に支えられています。 社会福祉協議会「住民会員会費」のお願い

地区社協ってなぁに？

ふれあいサロンの活動が盛んです

米原瑞穂地区
社会福祉協議会

中村　肇 会長
はじめなかむら

地区社協が取り組む事業

市社協が取り組む事業

地域支えあいのまちづくり推進事業
★安心見守り事業
★ふれあいサロン事業
★地域特性を活かした事業

　１世帯200円（年額）のうち、100円は市社協の活動に、
100円※は地区社協の活動に使われています。
※地区により金額が異なることがあります。

　この住民会員会費は、戸別または、地域で一括した上で集約
され、各地区社会福祉協議会を通じて納めていただいています。
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200円

ボランティアセンター事業
★ボランティア養成研修の開催
★福祉教育の推進

びすけっと

地区社会福祉協議会の略称で、市内に53地区ある住民主体の福祉活動団体です。

https://r.qrqrq.com/68FrcSMx
https://r.qrqrq.com/Rn0y7wgg



